
クラウドファンディング型

子どもの居場所づくりプロジェクト事業

事例（活動報告）

ー 令和３年度の取組 ー

静岡県健康福祉部こども家庭課



長らく子どもの学習支援に携わってきた中で、不登校となった子どもが自傷行
為をしたり、家庭で暴れたりを繰り返しながら、長期にひきこもりに陥ってい
く姿を目の当たりにしてきました。こうした子どもたちには何より安心できる
居場所が必要だと考え、沼津市内に子どもの居場所「山の家」を開設し、追い詰
められた子どもを受け入れるとともに、そのことに悩む親の相談に応じてきま
した。今回、こうした居場所の活動を沼津市愛鷹地区と函南町丹那地区に新た
に開設し、子どもたちの再出発を応援するプロジェクトを立上げました。

沼津市愛鷹地区と函南町丹那地区に、新たに居場所を開設しました。
（R3.11 月～R4.3 月で計 36 回開催、延べ 153 人参加）
○活動内容
・不登校、ひきこもり相談(個別対応)
・オンラインでの勉強(個々に合わせる)と遊び
・家庭に問題のある子の避難場所としても開放
・eスポーツ大会に参加
・農業体験、作品作り

新学期を機に４名が学校に登校出来るよう
になりました。現在は中学生４名、小学生
３名が利用しています。日に日に笑顔と自信が増えていき、積極的に意見を
言ったり、行動をするようになっています。自分らしさを大切に、そして得意
なこと、好きなこと、やってみたいことをたくさん経験してもらっています。
令和 3年度に開設した沼津市愛鷹地区と函南町丹那地区の居場所は、現在お
休みしていますが、沼津市で２箇所（週２回(居場所型)：13 時～16 時 30 分、
週 1 回(学習支援型)16 時～19 時 30 分を開催しています。子どもたちは、出
会った頃より子どもらしく元気に過ごせるようになっており、安心して過ご
せる場所となっているようです。

この度は、活動に賛同し寄附を頂き、誠にありがとうございました。いつも必要
性を感じておりましたが、資金不足で購入出来なかった物品や送迎用の車を購
入させていただきました。参加する子どもの人数も増えてきましたので助かっ
ています。イベントや居場所への移動中、車中で子どもたちはいつも楽しそうに
たくさんの話をしてくれています。コミュニケーションの場にもなっています。
これからも大切に使わせていただきます。皆様の愛に心から感謝いたします。
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寄附目標額

寄附額

1,030,000 円

1,160,813 円

募集期間

実施団体

R3.8.4～R3.10.3

一般社団法人
ルミナス

所在地:伊豆市堀
切 1004-151
電話:080-1355-
6721
ホームページ:
https://luminous.
bz/

企画概要

事業の実施内容

現在の活用状況・取組の効果

寄附者の皆さまへ

●

沼津市

●

函南町

・ルミナスと出会って変化が訪れました。行き渋ることがなくなり、少しずつ
ですが成長したと思います。子どもの居場所が存続できるよう寄附していた
だき感謝しております。(保護者)
・毎日、一人で家に引きこもって心配でしたが、ルミナスに行くようになって
から、よく笑うようになりました。楽しかった話もたくさんしてくれています。
親としてほっとしています。これからも、このような居場所が増えていけばよ
いなと思います。(保護者)
・「学校に来ていない友達がいるから誘っていい？ここに来ると楽しいよって言
ってあるよ。」(子ども)

利用者の声

令和３年度プロジェクト

▶▶▶ふるさとチョイス（ガバメントクラウドファンディング©）HP：https://www.furusato-tax.jp/gcf/1336

寄附の使い道

PC・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、椅子・ﾃｰﾌﾞﾙ等
購入費：約 35 万円
車両費：30 万円
教材費（本、クラフト材料等）：約 13万円
消耗品費(事務用品等)：約 12万円
食料費：約 10 万円
通信費：約 10 万円
チラシ印刷費：約 7万円



これまで、平日の放課後に空き店舗を活用した「おもしろ荘」、週末の昼間に公
園で「冒険遊び場」等の居場所を開き、生きづらさを抱えた子どもたちの生きる
希望をつないできました。コロナ禍による閉塞感に拍車がかかるなか、何気ない
日常を重ねながらも心が折れかけた子どもたちに出会うため、民家をリノベーシ
ョンし、子どもたちとつながり続けられる新たな居場所をつくりました。

NPO代表宅兼事務所を子どもたちの居場所
にするため、次のリノベーションを実施しました。
① 和室３部屋をフローリング床の一体感のある空間に。
② 屋根を解体し、吹き抜け型で開放感がある空間を創出。
③ 屋根裏をロフト化させて、子どもの秘密基地的な空間を創出。
④ ロフトへの登りに、アスレチック遊具風の縄梯子を設置。
⑤ 壁の一部に子どもたちに人気のボルダリングを設置。
⑥ 壁の一部を子どものお絵描きや大人のワークに使えるように黒板を設置。
⑦ 子どもたちに飲食を提供したり、保護者が利用できるミニキッチンを設置。
⑧ 通りからの吸引力を高め、寛ぎ感を演出する縁側を設置。
⑨ 乳幼児の利用を見込み、コンクリート床の中庭を檜床のフリースペースに。
⑩ 中高生の利用を見込み、自由学習スペースを設置。
⑪ 事務所スペースをすっきりと併設するために床下配線化。
⑫ 冷暖房効率を高めるためのファンを大小 2つ設置。

放課後の子どもたちの自由な遊び場や居場所、思春期の子どもや若者のフリー
スペースとしての利用の場となっています。また、保護者向けの子育て勉強会、
子ども向け映画上映会、若者・保護者向け懇親会(アルコールあり)の開催のほか、
生活困窮子育て世帯向けに食料品・日用品の配布や、全子育て世帯向けのリサ
イクル服の無償配布を行っています。また、個別の生活相談も受けています。
このプロジェクトにより、職住一体となることで 24 時間対応できるようにな
ったことと、子どもたちにとって、いつでも行っていい雰囲気になったことが
大きな効果です。

御寄附いただいた皆さま、応援いただいた皆さま、ありがとうございました。
県産材を使用した温もりのある空間は、子どもも大人にとっても居心地のい
い居場所となっています。秘密基地的な屋根裏のロフトは子どもたちに好評
で、日当りのよい縁側で思い思いに過ごす姿も見られます。既存の「おもし
ろ荘」、「冒険遊び場」の活動に加え、新たにリノベーションした居場所の開設
により、生きづらさを抱えた子どもたちに出会い、つながり続け、共に生き
る場としていきたいと思います。
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寄附目標額

寄附額

4,000,000 円

4,127,000 円

募集期間

実施団体

R3.8.4～R3.10.3

NPO 法人ゆめ･まち･
ねっと

所在地:富士市国久
保 1-7-15
電話:070-6552-3644
ホームページ:
https://yumemachi
net.web.fc2.com
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企画概要

寄附の使い道

リノベーション工事一式：4,127,000 円

寄附者の皆さまへ

事業の実施内容

現在の活用状況・取組の効果

・違う学年や学校の子もいるから楽しい(小学生)
・ロフトやいろんなカードゲームがあって楽しい(小学生)
・勉強会での学びで、自分の子どもに近づけていると感じます。日々の辛さや悩
みを共感し、励まし合いながら過ごせる場です(保護者)

利用者の声

●

富士市

令和３年度プロジェクト

▶▶▶ふるさとチョイス（ガバメントクラウドファンディング©）HP：https://www.furusato-tax.jp/gcf/1330



キャンプや水遊び、ハイキングなど、自然の中で体を思いっきり動かす体験は、
子どもにとって普段の生活では味わえない貴重な時間です。しかし、現代の子
どもたちは忙しく、また、ゲームなどの室内遊びが充実したこともあり、屋外で
のびのびと遊ぶ機会が減少しています。今回、これまで野外で遊ぶ機会をもて
なかった子どもたちに体験の場を提供するため、これまでの活動で行ってきた
木登りや野遊びに加えて、新たに川下りやツリーハウス作りなどを加え、プロ
グラムの多彩化に挑戦しました。

新たに購入した遊び道具を活用し、外遊びの体験の場を提供しました。
（R3.12 月から R4.3 月の期間に活動 10回、延べ 242 人が参加。）
12 月：芦ノ湖西岸コースのハイキング

農業体験｢葉っぱを集めて培養土を作ろう｣
親子でお餅つき＆ミニ門松作り

１月：不便を楽しむ防災キャンプ
森で鏡開き！お汁粉を食べよう
ツリーハウス作り

２月：丸太小屋を作って生き物を育てよう
（ニワトリの卵・孵化体験）

３月：第１回キャンプ
第２回キャンプ
農業体験｢久能山のイチゴ狩り｣

プロジェクトにより、従来の野遊びからワンランク上のソトアソビが実現でき
ています。市の広報や地元新聞での発信により多くの方に知っていただき、新
たな参加者も増えました。従来の「森のようちえん」の自然体験活動は、多くの
子どもに参加してほしいので低料金の参加費で開催していました。よって、材
料費がかかるような事や道具の購入が必用な活動はできませんでした。今回の
プロジェクトで工具や道具を購入し、今後も活動を継続していく事が出来ます。

・「森のようちえん」の活動には２歳の頃から通っています。長男が２歳で自閉
症と診断を受け、知能レベルが０歳児相当と言われショックを受けましたが、
その後、驚異的に知能の発育が進んでいると病院でビックリされました。今
では小学校４年生になり、今回のプロジェクトで新たな事にたくさんチャレ
ンジできて息子も喜んでいます。特にカヤックは今後も継続を是非お願いし
たいです。(保護者)
・マンションなので農業体験や自然遊びとは縁がない生活でしたが、洋服を泥
だらけにして帰って来ると嬉しく思います。ソトアソビに参加するようにな
り、娘が明るく、いろいろな事に積極的になりました。帰宅すると「私ね、〇
〇できたんだよ！」といつも教えてくれます。きっといろいろ自信になってい
るのだと思います。(保護者)

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。今後も引き続き、子ども
たちの人間力向上のため、ソトアソビプロジェクトを継続していきます。
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寄附目標額

寄附額

1,000,000 円

1,000,000 円

募集期間

実施団体

R3.8.4～R3.10.28

NPO 法人森のようち
えん太陽と緑の風
クラブ

所在地:三島市徳倉
750-14
電話:055-941-5357
ホームページ:
https://forest-
kindergarten-
club.com/

企画概要

事業の実施内容

現在の活用状況・取組の効果

利用者の声

寄附者の皆さまへ

●

三島市

▶▶▶ふるさとチョイス（ガバメントクラウドファンディング©）HP：https://www.furusato-tax.jp/gcf/1338

令和３年度プロジェクト

寄附の使い道

遊び道具・材料購入費（シーカヤック、
テント、工具等）：約 79 万円
広報費（HP修正等）：約 14 万円
専門家講師料：12 万円
食材費：約３万円
抗原検査キット代：約３万円
会場使用料：約 3万円
※参加費及び自己負担を含む



少子化や核家族化で子どもと地域のつながりが薄れており、防犯意識の高まり
もあって、小学生が安心して出かけられる場所が少なくなってきていると感じ
ていました。このような時代だからこそ、「遊び場」でみんなとつながり、遊び
の楽しさを再発見するために、公共施設を利用して、親子でも小学生が一人で
も、無料で遊びに来られる新たな室内の遊び場をつくりました。遊び場には、
乳幼児向けに、子どもの発達を促す絵本や自らが考え主体的に遊べるおもち
ゃ、小学生向けに複数人で楽しめ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力向上にもつながるｱﾅﾛｸﾞｹﾞｰﾑ
や、ひとりでも過ごすことができるよう、児童書やブロック、パズル等も揃え
ました。スタッフは心理士・保育士・助産師・看護師など専門職のほか、子育
て中の親や子育て経験者も多く、子どもと一緒に遊んだり見守りをしたり、保
護者の方とお話をしたりできます。

袋井市内２か所の公共施設を利用し、室内の遊び場を開設しました。（利用料無料）

〔R3年度の開催状況〕
プレ開催：R3.10.3、11.7 開催

（20 組、53 人が参加）
本 開 催：R3.12.8、12.19、12.22 開催

（21 組、65 人が参加）
※R4.2 月から 3月の期間は、
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽまん延防止等重点措置に
より、アナログゲーム無料貸出のみ実施（計 10組貸出）

令和４年度は、月１回程度、日曜日に開催をし、延べ 614 人の利用がありまし
た。１歳未満の子どもから、未就学児と小学生の利用がありました。親子や祖
父母と一緒のほか、小学生のみでの利用もあり、様々なニーズに応えることが
できたと思います。子どもがテレビゲーム以外で遊ぶ姿が増えたことや、親が
子どもとコミュニケーションをとるためのツールとしてアナログゲームを通
して一緒に遊ぶことができていると感じます。

・幅広い年齢に対応していたので、下の子も上の子も楽しめました。スタッフさ
んが子どもの相手をしてくださり、とても助かりました。(保護者)
・たくさんのおもちゃがあり、子どもたちはもちろん私も一緒になり楽しい時間
を過ごす事ができました。(保護者)

・リアルな赤ちゃん人形がとても気に入ったようです。とても大切に扱ってい
て、娘の優しい気持ちが育っているのを感じました。(保護者)

令和 4年度は延べ 500人以上の方に利用していただき、袋井市内だけでなく、
近隣市町からも多くの方にお越しいただきました。アナログゲーム無料貸し
出しを利用した方からは、「親もとても楽しんでいます」と感想をいただき、
親子コミュニケーションの一助にもなっていることを嬉しく思います。「遊び
場」で、初めて出会った子ども同士が、アナログゲームを通して遊んだり、
ごっこ遊びをしたり、交流が生まれています。今後も、子どもたちが楽しく
「また来たい」と思える居場所となるよう、スタッフも楽しみながら続けて
いきたいと思います。
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企画概要

事業の実施内容

現在の活用状況・取組の効果

利用者の声

寄附者の皆さまへ

●
袋井市

寄附目標額

寄附額

1,000,000 円

1,000,000 円

募集期間

実施団体

R3.8.4～R3.10.31

あそびば もこ・
あ・もこ

所在地:袋井市
ホームページ:
https://asoviva.mo
co-a-moco.com/

令和３年度プロジェクト

▶▶▶ふるさとチョイス（ガバメントクラウドファンディング©）HP：https://www.furusato-tax.jp/gcf/1331

寄附の使い道

備品費（木製おもちゃ・アナログゲーム、
書籍等）：約 91 万円
消耗品費（文具、シール等）：約 1万円
会場使用料：約 1万円
その他(ﾎﾞｱﾝﾃｨｱ保険、写真代等):約７万円


